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平成 18年 12月 24B

鴨 島鉄追」存続再生ネットワーク

|  ヽ表  長 谷) 功  構

篤畠鉄道対策協議倉

会 長  横  国  凱  夫

廃島懲遺線事業菅公軍の国査結果について

師走の候、ますますど活栄のこととお富び申し上ザます。平素は格丹Jのご高配を暢り、厚く潟

キし申し上げます。この度、篤島鉄遣線の運行警業言公暮に際し、短期間の公善期間にもか/AJわら

す、ご応磐いただきましてありがとうごさいましたよ

さて、今回のご提案内容について、慎望なる留査をイ子いましたが、その結果、調に不本意では

ありますが、ど提崇に沿いがたい結果となりましたので、ご通よB中し上げます。せつかくのご提

票に応えられませんが、何卒ご了承下さいますようお願い中し上げます。

また、今回の審査結果に至りました主な理由については、下記のとおりとなります。

1 ど 提革の内容について

ご提票の中には、沿線市民 利 用者、事業者、行政 議 会が三位―体となつた努力 協 働 t Frl

意が必要であること、また、バイオトレインの:1画など、大変景重なご提棟もありました。

しかしながら、岡Ⅲ電気軌追株式会社との運行雲昌モの内容について、詳細/3T明確ではなかつた

こと、また、運行雲託というお封での第1種鉄道事業の計可取得について、間東運輸局に磁B思を

行うたところ、事業許可とは局|に漫行管理等の受雲託についての:年可が必要とのことでしたが、

ご提票の内容では現在の岡山電気軌道においてはアドバイスの協力はできても、受言モには受な要

員5窪保等まで協力を得ることは難しく、実際に運行管理雲話の許可を得ることは困難なのではな

いかこ判断しました,

また、6年間で20%の 増3の ご握祭についても、毎年度rpll12が続いている鹿畠鉄遺の現状を書

えますと、敵しい状況にあるのではないかと判断いたしました。

2 鹿 島鉄道株式会社へのlr力要請について

こ提実の内容についてま、鹿畠鉄道株式会社の意向による部分が大きいこともあり、鹿畠鉄

遣対策協議会として、1以下の内容を鹿島鉄道株式会社こ協力を要請し、団合を得ております。
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●協力要話事項

①新規の引受事業者が決定した陽台は、鉄道甲地 鉄 追施設 鉄 道捜臆なと、新事業者に鮮徴議

渡もしくは嫌償貸与すること

②新事業者が運行開始できるまでの間、蔵島鉄造株式会社が運行を継続すること

◆協力要詰に対する回誉

①鉄遺語施設の無償醸渡もしくは麻償貸もの婁橋こついては、鹿島鉄追株式会社の直近の財務状

況において、繰越欠撮金晨び僧入金等の員償残高も多額にのぼり慣務超過の状態にあり、債構

首に対して、鉄道施設を言む保右賓産の適正な譲渡により、早期に慣務を弁済していく計画に

ある。このような財務事情から、鉄追施設 く鉄遣用地)を無但譲渡およぴ鮮償賞与の霞請には

応じられなしヽ状況にある。

②南島鉄導株式会社が新事業者の運行聞始まで事業を継続する件については、保安設備や車両尊

は老朽化が雷しく進んで潟り、短期間とはいえ運行の費豊を確保するためには、濃備の補じや

点検に相当の時間と費用を要する。さらに、運転となどの欲造従業員は、鹿島欲道線廃止と同

時こ出向7Tの関東鉄道株式会社が3き受サ先となる旨の計画をすでに両書の経営81画に結り込

んでおり、事業継航のための要員の確保は現実的に不可能な状況にあり、要議には肺じられな

い状況にある。

以上のことを禍合的に判断し、今回の結果となりました。せつかくのご提裏に価えられません

が、何卒ご了承下さいますよう重ねてお願い申し上げます。
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